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エグゼクティブサマリー 
 

本レポートは、特許分析ツール市場のシェア、競争環境、および技術動向について、国内外の

視点から包括的な分析を提供する。特許分析市場は、世界的な特許出願件数の増加と、データ

駆動型のイノベーション戦略が企業の競争優位性を左右する現代において、その戦略的重要性

を増している。市場は二桁成長を続けると予測されており、活況を呈している。 

市場のリーダーシップ、すなわち「シェア」は、単一の指標で測れるものではなく、対象とす

る顧客セグメントや評価指標によって異なる様相を見せる。グローバル市場では、Clarivate、
PatSnap、LexisNexis といった巨大企業がそれぞれ異なる戦略的ポジショニングを確立し、特

定の顧客ニーズに応えることで市場を牽引している。一方、日本国内市場においては、パナソ

ニックの「PatentSQUARE」が特許出願件数上位企業に強く、パテント・リザルトの「Biz 
Cruncher」が幅広い製造業に浸透するなど、独自の競争力学が存在する。 

この市場の最も重要な変革ドライバーは、人工知能（AI）技術の進化である。AI は、従来のキ

ーワード検索から文脈を理解するセマンティック検索へと特許調査の質を根本的に変え、膨大

なデータから戦略的洞察を自動的に抽出することを可能にした。これにより、特許分析ツール

は単なるデータ提供プラットフォームから、企業の意思決定を支援するインテリジェンス・プ

ラットフォームへとその役割を変えつつある。 

本レポートは、これらの市場動向を詳細に分析し、企業がこの複雑でダイナミックな市場を航

海するための戦略的指針を提示する。ツール選定の評価フレームワークから、将来の市場動向

予測、そして各ステークホルダーへの具体的な提言まで、多角的な視点から解説を行う。 

 

1. グローバル特許分析市場：成長と変革のランドスケー

プ 



 

特許分析市場の競争および技術分析に先立ち、まずはそのマクロ経済的な背景を理解すること

が不可欠である。本セクションでは、複数の市場調査レポートから得られるデータを統合し、

市場規模、成長軌道、そしてその主要な推進要因について一貫性のある全体像を提示する。 

 

1.1. 市場規模、予測、および成長ドライバー 
 

市場評価と将来予測 
世界の特許分析市場は、20 23 年から 20 24 年にかけて約 10 億ドルから 11.3 億ドルと評価さ

れている 1。将来の市場規模に関する予測には幅があるものの、すべてのレポートが例外なく

力強い成長を見込んでいる。予測によれば、市場は 20 32 年から 20 33 年までに 30 .3 億ドルか

ら 41 億ドルの規模に達すると見られている 1。 
年平均成長率（CAGR） 
市場は今後、堅調な成長が見込まれており、20 30 年代初頭までの年平均成長率（CAGR）は、

保守的な見積もりで 4.1%、積極的なものでは 14%に達すると予測されている 1。この予測値の

大きなばらつきは、単なる統計上の誤差ではなく、市場の定義や将来の軌道に関するアナリス

ト間の根本的な見解の相違を反映している。例えば、一部のレポートは「特許分析ソフトウェ

ア」という狭い範囲に焦点を当てているのに対し、他のレポートはより広範で成長率の低い

「特許管理ソフトウェア」などの関連 IP サービスを含んでいる可能性があり、これがハイテク

分析セグメントの成長率を希薄化させていると考えられる 8。CAGR の予測値が高いレポート

は、AI のような新しい技術がもたらす変革的かつ市場拡大の可能性をより重視しているのに対

し、低い見積もりは伝統的な市場モデルに基づいている可能性が高い。この予測値の不一致自

体が、市場が技術によって再定義されつつあることを示す重要な兆候であり、変動は大きいも

のの、高いポテンシャルを秘めたセクターであることを示唆している。 
主要な成長ドライバー 
市場の成長を支える主要な要因は以下の通りである。 
● 増加する特許出願件数： イノベーションの絶対量が、市場の根源的な推進力となってい

る。世界の特許出願件数は増加の一途をたどっており、2021 年には 277,500 件の国際特

許出願があり、2023 年には世界全体で約 360 万件の出願がなされた 1。この増加を牽引

しているのは中国、米国、日本、韓国である 4。この「データの爆発」は、手作業による

分析を不可能にし、高度な分析ツールの導入を不可欠なものにしている。この膨大かつ加

速するデータ量は、企業にとって脅威であると同時に機会でもある。競合他社の特許によ

って不意を突かれたり、重要な技術シフトを見逃したりするリスクは計り知れない。この

状況が、特許分析市場の主要な成長ドライバーとなっている。もはや分析ツールは知財部

門の「あれば便利」な道具ではなく、イノベーション主導型経済で生き残り、成長するた

めの重要な戦略的必須要素となっているのである。 



● IP の戦略的重要性： 企業は知的財産（IP）を単なる法的な防御壁としてではなく、競合

情報分析、M&A のデューデリジェンス、研究開発における「ホワイトスペース（未開拓

領域）」の特定など、戦略的な資産としてますます重視するようになっている 2。 
● 技術の進歩： AI、機械学習、ビッグデータ分析技術の統合は、これらのツールの能力を根

本的に向上させた。これにより、より深い洞察と高い効率性が実現し、それがさらなる市

場導入を促進している 4。 

 

1.2. 地域別動向：北米の支配とアジア太平洋の台頭 
 

北米のリーダーシップ 
現在、市場を支配しているのは北米、特に米国であり、市場シェアの約 35.7%から 40.71%を占

めている 1。この背景には、膨大な特許出願件数（2022 年に米国で 594,340 件）、成熟し訴

訟も多い IP 環境、そして多数の巨大テクノロジー企業の存在がある 1。 
アジア太平洋の急成長 
アジア太平洋地域は、最も急成長する市場と予測されている 3。この成長を牽引しているの

は、世界最大の特許出願国として台頭した中国（2022 年に 158 万件の出願）と、日本および

韓国からの力強いイノベーション創出である 4。イノベーションデータの重心が東方へシフト

していることは、グローバル企業やツールベンダーに対し、特に中国の特許データベースをカ

バーする多言語対応能力の強化を迫っている。この地域の成長は、現地の言語や法制度の特殊

性に対応できるベンダーにとって、大きなビジネスチャンスとなる。 
 

1.3. 市場セグメンテーション分析 
 

コンポーネント別 
市場は「ソフトウェア」と「サービス」に大別される。ソフトウェアセグメントが市場を支配

しており、65%から 72.4%という大きなシェアを占めている 4。これは、強力でユーザーが直

接操作できるプラットフォームへの高い需要を裏付けている。 
企業規模別 
大企業が主要な消費者であり、市場シェアの 70%以上を占めている 4。彼らの潤沢な研究開発

予算と大規模な IP ポートフォリオは、堅牢なエンタープライズ級ソリューションを必要とする 
1。一方で、中小企業（SME）向けにカスタマイズされた、費用対効果の高いサービスへの需要

も高まっている 1。 
業種別 
ヘルスケア・製薬セクターが 25%以上の大きなシェアを占めている 4。これは、巨額の研究開



発投資と、イノベーションを保護する必要性が極めて高いことに起因する。その他の主要な業

種には、IT・通信、自動車、BFSI（銀行、金融サービス、保険）が含まれる 1。 

 

2. 競争環境：主要プレイヤーと戦略的ポジショニング 
 

本セクションでは、市場レベルのデータから、主要な企業プレイヤーの詳細な分析へと移行す

る。グローバル市場と日本市場における競争力学を解剖し、特にベンダーがどのように自らを

位置づけ、市場リーダーシップの主張を裏付けているかに焦点を当てる。 

 

2.1. グローバルタイタン：Clarivate 、PatSnap、LexisNexis の徹底分析 
 

グローバル市場は、単一の機能で優劣を競うのではなく、それぞれが異なる IP 管理の哲学を掲

げ、差別化された戦略を展開する 3 社によって形成されている。Clarivate は「信頼できるキ

ュレーションデータ」、PatSnap は「AI によるスピードと協業」、LexisNexis は「客観的な

戦略的価値評価」をその核に据えている。これらのアプローチは、異なるユーザー層の特定の

ニーズに応えるものであり、企業は自社の IP 戦略が「管理すべき法的リスク」「協業によるイ

ノベーション資産」「評価すべき金融商品」のいずれに近いかを問うことで、最適なツールを

選択することになる。 

Clarivate：レガシーパワーハウス 
Clarivate は、複数の製品を連携させる戦略を持つ、古くからの強豪である。 
● コアスイート： エキスパートレベルの特許調査ツールである Derwent Innovation  11、ビジ

ネスインテリジェンスとポートフォリオ分析に特化した 
Innography  13、そして高度なデータマイニングを可能にする 
Derwent Data Analyzer  14など、相互に連携するツール群を提供する。このスイートアプ

ローチは、大企業内の異なるペルソナ（専門家、アナリスト、経営層）をターゲットにし

ている。 
● 主要な差別化要因： その強みは、キュレーションされた付加価値の高いデータ、特に

*Derwent World Patents Index (DWPI)*にある。DWPI は、専門家が執筆した抄録や、発明

中心の独自パテントファミリーを提供し、その信頼性の高さから世界 40 以上の特許庁で

利用されている。この高品質なデータが同社の AI の学習データとなっており、より正確

な分析結果をもたらすと主張している 11。 
● 戦略： FTO（事業の自由度）調査や訴訟など、重要な意思決定のために高い信頼性が求め

られる、大規模で高度な知財部門や法律事務所をターゲットとしている。価格体系はエン



タープライズ向けで不透明であり、中央値は約 12,0 0 0 ドルだが、契約によっては

168,0 0 0 ドルを超えることもある 15。 

PatSnap：AI ネイティブの挑戦者 
Pa tSnap は、AI を中心に据えた統一プラットフォームで市場に挑む。 
● コアスイート： 特許データを非特許文献、訴訟データ、市場情報と結びつける AI 中心の

統合プラットフォームを提供する 16。 
Eureka プラットフォームでは、新規性調査や特許ドラフティングといった特定のタスク

を実行する「AI エージェント」を導入している 18。 
● 主要な差別化要因： 積極的な「AI ファースト」のアプローチである。2 億 260 万件の特

許、16 億件の法的データポイントなど、膨大な独自データで学習させたドメイン特化型の

大規模言語モデル（LLM）を誇り、調査時間を短縮し、研究開発チームと知財チーム間の

連携を強化することを目指している 17。 
● 戦略： 研究開発、知財から事業戦略担当者まで、幅広いユーザーをターゲットとし、スピ

ード、効率性、コラボレーションを強調する。イノベーションインテリジェンスへのアク

セスを民主化することを目指している。価格は階層制（スタンダード、プレミアム）だ

が、見積もりベースであり、ユーザーのコメントによればライセンスあたり約 8,000 ド

ルとされている 20。 

LexisNexis Intellectual Property Solutions ：分析と価値評価のスペシャリスト 
LexisNexis は、客観的な指標に基づく戦略的意思決定を支援することに特化している。 
● コアスイート： IP インテリジェンスと分析のために設計された*PatentSight+* プラットフ

ォームを中心に展開する 22。 
● 主要な差別化要因： 独自に開発され、科学的に検証された*Patent Asset Index ệ*である。

この指標は、特許の質とポートフォリオの強さを客観的に測定するもので、M&A、競合ベ

ンチマーキング、さらには欧州委員会などの規制当局の文脈においても、事実上の業界標

準となっている 22。 
● 戦略： IP 専門家に加え、企業の戦略担当者、投資家、M&A チームをターゲットにしてい

る。単なる検索ツールではなく、防御可能で客観的な KPI に基づいた戦略的意思決定プラ

ットフォームとして製品を位置づけている。AI 機能は、これらの強力な分析へのアクセス

を強化し、簡素化するために活用されている 24。 

表 2：主要グローバル特許分析プラットフォームの比較概要 

 

ベンダー コア製品 主要な差別

化要因／独

自指標 

主なターゲ

ット層 
データカバ

レッジ（管

轄） 

AI 戦略 



Clarivate  Derwent 
Innovation, 
Innography, 
Derwent 
Data 
Analyzer 

Derwent 
World 
Patents 
Index 
(DWPI) によ

るキュレー

ションされ

た高品質デ

ータ 

IP 専門家、

弁理士、法

律事務所、

FTO・訴訟

担当者 

10 9 管轄の

書誌情報、

76 管轄の

全文データ 
11 

DWPI で学

習させた AI
による高精

度な検索と

分析 

PatSnap  Analytics , 
Eureka  
Pla tform 

ドメイン特

化型 LLM
と AI エー

ジェントに

よるワーク

フローの自

動化と高速

化 

R&D 担当

者、IP 部

門、企業戦

略担当者、

協業を重視

するチーム 

172 管轄 17 
R&D と IP
のワークフ

ロー全体を

AI で加速・

統合 

LexisNexis 
IP 

PatentSight
+ 

Pa tent 
Asse t 
Indexệによ

る客観的な

特許価値・

ポートフォ

リオ強度評

価 

経営層、

M&A チー

ム、投資

家、企業戦

略担当者 

10 5 以上の

管轄 13 
AI を活用

し、高度な

価値評価分

析へのアク

セスを簡素

化 

 

2.2. 日本市場：「ナンバーワン」主張の解体 
 

ユーザーの当初の問いに直接答えるため、日本市場における市場リーダーシップに関する各社

の nuanced な主張を分析する。 

● パテント・リザルトの「Biz Cruncher 」： 国内主要メーカーの約 80%に採用されている

ことを根拠に「国内シェア No.1」を主張している 27。このポジショニングは、同ツールが



日本の広範な製造業において業界標準であることを示唆しており、特に「競合調査」や

「戦略策定」における有効性が評価されていると考えられる。 
● パナソニックの「PatentSQUARE 」： 日本の特許登録件数上位 10 0 社において「シェア

No.1」であることを主張している 29。これは、同ツールが最も大規模で複雑、かつ価値の

高いポートフォリオを持つ「IP エリート」企業に選ばれていることを意味する。1992 年

からの長い歴史と、「知財 BI ダッシュボード」や AI 検索といった機能の深い統合は、専

門的な知財部門の高度なニーズに応えるものである 29。 

これらの主張は互いに矛盾するものではなく、市場がセグメント化されていることの反映であ

る。Biz Crunche r の強みは製造業全体にわたる「広さ」にあり、PatentSQUARE の強みは最も

研究開発集約的な企業群における「深さ」にある。どちらを選択するかは、企業の規模、特許

出願の量、そして知財部門の戦略的役割によって決まる。 

 

2.3. 日本の特許分析ツール一覧 
 

トップ 2 社以外にも、日本市場には多様なプレイヤーが存在し、独自の競争地図を形成してい

る。特に、透明性の高い価格設定を持つ国内ツールと、不透明で高価なグローバルプラットフ

ォームとの間には明確な二極化が見られる。この価格とアクセシビリティのギャップが、日本

市場の競争力学を定義している。国内ベンダーは、グローバル企業の全機能と真っ向から競争

するのではなく、価格、アクセシビリティ、そして国内市場への深い理解を武器に、幅広い日

本企業層に対して価値ある選択肢を提供している。 

● 無料・公共ツール： INPIT（工業所有権情報・研修館）が提供する J-PlatPat と Google 
Patents は、無料でアクセスできる基本的なツールであり、技術者や非専門家にとっての

出発点となることが多い 30。 
● 商用 AI 搭載ツール： 

○ Patentfield ： セマンティック検索、データ可視化、独自の「PF スコア」などを特徴

とする AI 中心のプラットフォーム。月額 20,000 円からの階層的な価格設定で、手

頃でありながら強力な選択肢として位置づけられている 10。 
○ Tokkyo.Ai ： AI 駆動の分析に焦点を当て、プライバシー（検索履歴が外部に漏れな

い）を重視している。価格は月額 15,000 円～20,000 円から 10。 
○ AI Samurai ： 単なる分析に留まらず、AI による特許「出願支援」に特化しており、

月額 55,000 円からと、より高価格帯に位置する 10。 
● 既存データベースプロバイダー： 

○ JP- NET（日本パテントデータサービス株式会社）： データベースアクセスを基本サ

ービスとし、オプションで JP-MAP のような分析モジュールを提供する老舗。基本サ

ービスは月額 8,000 円からと手頃である 30。 



● 特化型ツール： 市場には、野村総合研究所のテキストマイニングソフトウェア（60 0 万

円から）や、化学特許検索に特化した CAS のツール、そしてグローバル大手の Clariva te
（Derwent Innovation）など、非常に専門的で高価なツールも存在する 33。 

表 3：主要な国内特許分析ツールの概要 

 

ツール名 ベンダー 主な特徴／専

門分野 
ターゲット層 価格モデル 

Biz Cruncher  株式会社パテ

ント・リザル

ト 

競合調査、戦

略策定支援、

特許評価指標

「パテントス

コア」 

広範な国内製

造業 
非公開（見積

もり） 

PatentSQUAR
E 

パナソニック

株式会社 
知財 BI ダッシ

ュボード、AI
検索、大規模

データ分析

（最大 10 0 万

件） 

特許出願上位

企業、大規模

知財部門 

月額 15,0 0 0
円～ 30  

Patentfield  Patentfie ld 株

式会社 
AI セマンティ

ック検索、デ

ータ可視化、

PF スコア 

R&D 担当者、

知財部門、中

小企業 

月額 20 ,0 0 0
円～50 ,0 0 0
円、無料プラ

ンあり 10  

Tokkyo.Ai  リーガルテッ

ク株式会社 
AI による情報

収集・解析、

検索履歴のプ

ライバシー保

護 

大企業、研究

開発部門 

月額 15,0 0 0
円～ 10  

AI Samurai  株式会社 AI 
Samura i 

AI による特許

出願支援（発

発明者、中小

企業、知財部

基本料金 月額

55,0 0 0 円～ 10  



明評価、先行

技術調査） 
門 

JP- NET 日本パテント

データサービ

ス株式会社 

網羅的な特許

データベー

ス、オプショ

ンで分析ツー

ル(J P-MAP)を
提供 

幅広いユーザ

ー層、コスト

重視の企業 

月額 8,0 0 0 円

～（J P-
NET）、分析オ

プションは追

加料金 30  

 

3. テクノロジーの要請：特許分析を革命する AI の役割 
 

本セクションでは、市場成長の根底にある技術的シフトを深く掘り下げる。AI が特許分析の性

質をどのように変えているかを、単なる流行語ではなく、具体的な応用例とその戦略的意味合

いを詳述することで明らかにする。 

 

3.1. キーワードからコンセプトへ：特許検索の進化 
 

旧来のパラダイム（ブール検索） 
従来の特許検索は、AND、OR、NOT といった演算子を用いたキーワードベースの手法が主流

であった。この方法は強力である一方、専門的な構文や分類コードの知識を必要とし、概念的

な類似性（例：「自動車」と「車両」）を捉えきれないという脆弱性があった 31。 
新しいパラダイム（AI 駆動型検索） 
AI、特にトランスフォーマーや LLM（大規模言語モデル）を基盤とするモデルは、単語だけで

なく言語の「意味」や「文脈」を理解する。 
● セマンティック検索と自然言語処理（NLP）： これにより、ユーザーは発明の概要を自然

言語で入力するだけで、異なる専門用語を使用していても概念的に類似した特許を発見で

きるようになった 31。 
● グラフベース AI： IPRallyのようなツールは、グラフニューラルネットワークを用いて技

術コンセプト間の関係性をマッピングし、AI の思考プロセスを可視化することで、より透

明性の高い検索を可能にしている 36。 



この技術シフトは、効果的な特許検索への参入障壁を劇的に下げ、研究開発者やその他の非 IP
専門家が、専門家に頼らずとも初期調査を行えるようにした 29。この変化は、知財部門と研究

開発部門の役割分担と協業のあり方を根本から変えつつある。研究者は自律的に初期調査を行

い、知財専門家はルーチンワークから解放され、より高付加価値な戦略的業務に集中できるよ

うになった。知財専門家の価値は、もはや複雑な検索式を組み立てる能力ではなく、AI が生成

した洞察をビジネス戦略に結びつける能力へと移行しているのである 38。 

 

3.2. AI による分析と戦略的洞察 
 

AI は検索だけでなく、分析のフェーズにおいても革命をもたらしている。 

● 分析と可視化の自動化： AI は、パテントマップ、技術ランドスケープ、トレンドチャー

トの作成を自動化し、膨大な検索結果を数週間ではなく数分で戦略的なインテリジェンス

に変換する 39。ツールは特許を自動的に技術グループにクラスタリングし、競合他社の研

究開発の焦点を明らかにすることができる 13。 
● 予測分析： 機械学習アルゴリズムは、過去のデータを分析して技術トレンドを予測し、特

許の価値を評価し、さらには特許が付与されたり訴訟になったりする可能性を予測するこ

とさえ可能にする 41。 
● 生成 AI の応用： 最新のフロンティアは、生成 AI を以下のようなタスクに活用すること

である。 
○ 要約： 複雑な特許や大量の特許群の要約を自動生成し、読解時間を劇的に短縮する 

40。 
○ クレームチャート作成： ライセンス交渉や訴訟に不可欠な、特許クレームと製品資料

における使用証拠との対応付け（マッピング）という骨の折れる作業を自動化する 
39。 

○ 特許ドラフティング： 初期段階の特許明細書案の生成を支援する。これはまだ発展途

上の分野であるが、大きな可能性を秘めている 18。 

 

3.3. AI 応用のケーススタディ 
 

AI の具体的なビジネスインパクトは、以下の事例から明らかである。 

● 戦略的研究開発とホワイトスペース分析： コンサルティング会社 Rouse の事例では、教

師あり AI 分類器を用いてクライアントの技術を特許ランドスケープ上にマッピングし

た。その結果、既存の特許ファミリーがわずか 8 件しかない技術領域を特定し、戦略的な



特許出願のための明確な「ホワイトスペース」を発見した 45。 
● ライセンス供与と収益化： ある HVAC（空調）メーカーの事例では、AI ツールが 20 0 0

ファミリーからなるポートフォリオを分析し、商業的可能性に基づいて特許をランク付け

した。これにより、物流などの隣接市場における予期せぬライセンス供与のターゲットを

特定し、新たな収益源を創出した 44。 
● 効率化とコスト削減： AI ツールは、先行技術調査の時間とコストを大幅に削減する。

FRONTEO の AI「KIBIT」は、レビューすべき文書に優先順位を付け、人間の専門家が最も

関連性の高い資料に集中できるようにする 35。株式会社エムニは、外国特許の翻訳・調査

コストを 1 件あたり約 10 万円からわずか数十円に削減した事例を報告している 40。 

 

4. ツール選定と導入のための戦略的考察 
 

本セクションは、これまでの市場・技術分析を、実務担当者が情報に基づいた購買決定を下す

ための実践的なフレームワークへと転換する。 

 

4.1. 評価フレームワーク：特許分析ツール選定の主要基準 
 

最適なツールの選定は、単一の普遍的な正解が存在するわけではなく、各組織の特定の役割、

ワークフロー、そして解決しようとしている戦略的課題に依存する。「最高のツール」という

神話は存在せず、存在するは「最適なツール」である。選定プロセスは機能比較表から始める

べきではなく、「誰が主要なユーザーか」「このツールはどのような重要なビジネス上の意思

決定に貢献するのか」という社内ニーズの分析から始めなければならない。大企業において

は、単一のソリューションではなく、異なるチームに最適なツールを提供する「ツールのポー

トフォリオ」を構築することが、結果としてより効果的かつ効率的なイノベーションプロセス

につながる。 

表 4：ツール選定チェックリスト 

 

評価基準 基準の説

明 
重要度 
(1-5) 

ベンダー

A (1-5) 
ベンダー

B (1-5) 
ベンダー

C (1-5) 
備考 



データ品

質と網羅

性 

主要なア

ジア市場

を含む、

関連する

すべての

管轄をカ

バーして

いるか？

非特許文

献は含ま

れるか？

データは

キュレー

ションさ

れている

か？ 36 

     

検索・分

析能力 

キーワー

ドを超え

たセマン

ティック

検索を提

供してい

るか？ヒ

ートマッ

プやクラ

スター図

などの可

視化ツー

ルは充実

している

か？ 36 

     

AI 機能の

成熟度 

AI はワー

クフロー

に統合さ

れている

か？AI の
論理は透

     



明性があ

り、制御

可能か

（例：教

師あり分

類器）？ 
36 

UI と使い

やすさ 

対象ユー

ザー（IP
専門家、

R&D 技術

者など）

にとって

直感的

か？学習

曲線はど

の程度

か？協業

機能は設

計されて

いるか？ 
36 

     

ベンダー

サポート 

どのよう

なトレー

ニングや

カスタマ

ーサポー

トが提供

される

か？自社

の技術ド

メインに

関する専

門知識を

持ってい

るか？ 39 

     



価格モデ

ル 
サブスク

リプショ

ン、階層

制、従量

課金な

ど、自社

の予算と

利用形態

に合って

いるか？

総所有コ

スト

（TCO）

はどの程

度か？ 

     

 

4.2. 価格の謎：市場のコスト構造を理解する 
 

特許分析ツールの価格体系は多様であり、選定における重要な要素となる。 

● サブスクリプションモデル： 最も一般的なモデルで、通常はユーザーごと、年単位で価格

が設定される。グローバルなエンタープライズツールは、多くの場合、複数年契約とな

り、ユーザー数や選択するモジュールに基づいて個別に見積もりが作成される 15。 
● 階層型およびフリーミアムモデル： 多くのベンダーが異なるサービスレベルを提供してい

る。PatSnap は「スタンダード」と「プレミアム」プランを用意している 17。Summaria
や Patentfield のような一部の日本ツールは、機能が制限された無料版またはフリーミア

ム版を提供しており、ユーザーは契約前にプラットフォームを試すことができる 10。 
● 従量課金： 一部のサービスでは追加料金が発生することがある。例えば、Clarivate は即

時データベースにない特許 PDF を「特別注文」する際に料金を課している 46。 
● 総所有コスト（TCO）： ライセンス料だけでなく、トレーニング、導入、専門的なサポ

ートやコンサルティングサービスにかかるコストも含めた総所有コストを考慮することが

重要である。 

 

5. 将来展望と戦略的提言 



 

本レポートの締めくくりとして、市場の進化を形作る主要なトレンドを特定し、異なるステー

クホルダーに向けた実践的な提言を行う。 

 

5.1. 未来の予測：注目すべき主要トレンド 
 

● 生成 AI のさらなる統合： 生成 AI は、要約のような補助的な機能から、より高度な特許

ドラフティング支援や対話型の戦略分析（例：「自社のポートフォリオに質問する」）と

いった、ワークフローの中核をなす要素へと進化していくことが予想される 38。 
● ハイパーオートメーション： AI は、発明提案の分析から、拒絶理由通知への応答ドラフ

ティング、ポートフォリオの維持判断に至るまで、IP ライフサイクルのさらなる自動化を

推進するだろう 39。 
● プラットフォームの統合： 特許分析は、単独の機能としてではなく、R&D プロジェクト

管理、CRM、企業財務プラットフォームなど、他のエンタープライズシステムとより深く

統合され、イノベーションの全体像を提供するようになるだろう。 
● 市場の統合： 独自の AI モデルを開発・訓練するための高コストは、市場のさらなる統合

を促す可能性がある。大手プレイヤーが、革新的な AI 中心の小規模企業を買収し、自社

プラットフォームを強化する動きが加速するだろう。 

 

5.2. ステークホルダーへの提言 
 

IP マネージャー向け 

● ポートフォリオアプローチの採用： 単一の「万能」ツールを探すのではなく、弁理士、ア

ナリスト、パラリーガルなど、異なるチームにそれぞれのタスクに最適なソリューション

を提供するツールキットを構築する。 
● AI リテラシーへの投資： チームに対し、ツールの使い方だけでなく、AI が生成したアウ

トプットを批判的に評価し、人間の専門家主導のワークフローに統合する方法についてト

レーニングを行う。 
● 戦略的統合の推進： IP、R&D、企業戦略部門間のサイロを打破する。分析プラットフォー

ムからの洞察を用いて、IP ポートフォリオの戦略的価値を経営層に示す。 

企業リーダー（R&D、戦略、経営層）向け 

● 意思決定への IP インテリジェンスの組み込み： R&D プロジェクトのゲート審査、M&A



のデューデリジェンス、競合戦略のレビューなど、主要な戦略プロセスにおいて特許分析

の活用を義務付ける。 
● 適切なツールへの投資： 高度な分析プラットフォームは IT コストセンターではなく、競

争優位性への戦略的投資であることを認識し、それに応じた予算を配分する。 

テクノロジーベンダー向け 

● 機能だけでなくワークフローに焦点を当てる： 次のイノベーションの波は、単独の機能を

追加することではなく、特定のビジネス課題（例：FTO クリアランスプロセス）を解決す

る、シームレスで直感的なエンドツーエンドのワークフローを構築することにある。 
● 透明性の確保： AI の「ブラックボックス」化が進む世界において、AI の論理やデータソ

ースに関する透明性を提供できるベンダーは、より大きな信頼を築き、プレミアム価格を

維持できるだろう。 
● ミドルマーケットへの対応： 特にアジア太平洋のような成長地域において、未だ十分なサ

ービスが提供されていない中小企業や中堅企業市場を獲得するために、スケーラブルで柔

軟な価格設定のソリューションを開発する。 
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